
「体験の里」日高から体験の風をおこそう運動実行委員会 主催事業  

秋の森チャレンジデー 
 

 

 

 

 

 

 

【内容】 

 主に幼児や低学年の児童を対象にした自然体験型のイベント 

 であることを踏まえ、自然の中での運動の楽しさを感じても 

らえるように、「忍者」をテーマにした運動にチャレンジする 

コーナーを4か所に設営した。各コーナーで集めたスタンプ 

を押したカードと引き換えに、「体験の風をおこそう」の文字 

が入った腕輪タイプのラバーバンドをプレゼントした。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

期日：令和２年１０月１8日（日） 

会場：帯広の森・はぐくーむ（北海道帯広市南町南９線４９番地１） 

人数：４８０名（主催者発表） 

～各コーナーの内容～ 

忍法「へんげばしり」（ハードル走） 

忍法「よじのぼり」（木登り） 

忍法「つなわたり」（スラックライン） 

忍法「しゅりけん」（円盤投げ） 

【成果】 

○忍者の格好をした職員や学生ボランティアに教わりながら、各コーナーに設定されたテーマの運動を、ど

の参加者も大変意欲的に行っていた。今後の幼保向け出前事業などにも活用できる企画となった。 

○受付では、「体験の風をおこそう」や「早寝早起き朝ごはん」など、保護者向けに啓発資料を配付し、実

行委員会の活動について広報することができた。 

〇十勝教育局社会教育指導班に運営協力をいただき、今後の事業に向けた連携実績を挙げることができた。 

 

【課題】 

〇当初、コーナーの設置場所については、森の中を中心に展開する予定だったが、活動内容の決定に時間を

要し、施設周辺での展開になった。今後、同様の活動を提供する場合は、場所選びを早めたい。 

〇今回、運営協力に法人ボランティア2名が参加したが、今後はボランティアの参加者も増やしたい。 

国立日高青少年自然の家 

趣旨：豊かな森の中で、子どもたちが森の中で散策をしたり、

森のことを学んだりすることをとおして、自然への興

味関心や体力を高める機会とする。 


